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地磁気永年変化による電離層電気伝導度と地磁気Sq場の長期変動

Long time scale variation of ionospheric conductivity and geomagnetic Sq amplitude due
to geomagnetic secular variation
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地磁気永年変化が電離層の電気伝導度やダイナモ作用に及ぼす影響を調べた。地磁気主磁場を IGRFを用いて求め、電
離層の他のパラメータが不変として電離層電気伝導度の変化を調べると、1941年から 1998年までの 50年あまりで高さ
積分された電気伝導度はHermanusのような地磁気主磁場の減少が顕著な地域では最大 30%くらい増加することが分かっ
た。次いで、地磁気 Sq場の変動を同じ期間について調べると、 太陽活動度の効果の補正後の変化で Hermanusや San
Juanでは最大 15%くらい増加しているのに対し (図参照)、地磁気主磁場強度の変化が顕著ではない Niemegkなどでは目
立った変化は見られず、確かに地磁気永年変化が地磁気 Sq場に影響しているものと思われる。


